設　立　趣　旨　書

1. 趣　旨

現代日本において、小中の不登校児童は7年連続増加、高校では横ばいのものの高水準の状況である。しかし、支援に繋がっている生徒は50％未満で、解決の糸口のないまま悩んでいる家庭が多くある状況になっている。さらにコロナ禍になってからは自主休校する生徒も増え、不登校に繋がりやすい状況になっている。
近年、不登校に対する行政の支援は広がってはいるものの、「学校に行くこと」が前提となる行政支援に抵抗がある児童生徒も少なくない。そのような家庭ではホームエデュケーション（通学せずに家庭を拠点に学ぶこと）など「学校に行かない選択」をしていることが多くなっている。その場合、家庭内での子育て及び経済的負担は大きく、また子ども同士の交流も乏しくなることが問題となっている。そのため、不登校児童生徒が交流でき、学び合える場所としてフリースクールおよび子どもの居場所は必要不可欠な存在となってきている。
京都市内のフリースクール（以下、スクール）は確認できるだけで１２箇所ある。しかしながら、京都市教育委員会と連携しているスクールは３箇所と少ない。また、近畿圏でのスクールの数も大阪、兵庫に比べ非常に少ない状況である。また、スクールの入会金および年会費も高額であり、費用面や対人面で不適合があった場合には子どもの居場所がない状況になっている。
私たちは、どこにも適合しなかった不登校の家庭と繋がり、そのニーズに合った子どもおよび家庭支援サービスを地域の人々とともに提供することを目的とし、令和３年２月に団体を立ち上げた。以来、当地域を中心に子ども支援、不登校支援事業を実施している。
今般、不登校支援サービス、子ども・家庭支援サービス等を不登校の家庭や子育てに悩む家庭に対して提供していくためにN P O法に基づく法人格を取得することとし、特定非営利活動法人Reframeを設立することにした。
私たちは、N P O法人取得後も、不登校の家庭や子育てに悩む家庭に対して、地域に根ざし、学校・家庭以外に居場所を求めている子どもおよび若者への居場所サービス、子ども食堂サービス、子育て支援サービスを提供することによって、すべての人々が楽しく笑顔で暮らせる地域社会づくりに貢献し、あわせて社会福祉の増進を図って参ります。

学校に行かない選択をしたとしても、充実した毎日が過ごせる社会づくりを共に実現しましょう。
2. 申請に至るまでの経過
令和３年2月　　　　任意団体Reframeを立ち上げる
令和３年３月9日　　発起人会を開催し、設立趣旨、定款、事業計画および活動予算、設立当初の役員などについての案を審議

令和３年５月6日　　若者と子どもの居場所「くらら庵」事業の開始
令和３年7月4日　　設立総会を開催し、発起人より設立趣旨、定款、事業計画および活動予算、設立当初の役員などの案を提案し、審議の上決定
令和3年7月4日
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